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                      Ⅰ 県外観光客入込調査  

 

１ 概  要 

 

（１） 平成 28 年に高知県を訪れた県外観光客入込数は、4,243 千人と推計され、対

前年比 103.8％、156 千人増加となり、過去２番目の入込数を記録し、４年連続

で 400 万人観光を達成した。 

この結果は、岸壁の整備や誘致活動の取り組みが効果を上げたことにより、

外国クルーズ船の寄港が大幅に増加したことに加え、４月から高幡広域５市町

村で開催された地域観光博覧会キャンペーン「2016 奥四万十博」の開催により、

自然や文化、食といった資源を生かした体験プログラムの提案などに官民が一

体となって取り組んだことの効果と考えられる。 

 

（２） 交通機関別入込数では、乗用車利用者が対前年比 101.5％、41,546 人増加し

た。観光バスは、対前年比 106.2％、49,920 人と２年ぶりに増加した。自動車

による入込のうち、乗用車利用者が全体の 64.9％、観光バスが 20.2％となって

いる。 

    その他の入込については、対前年比 129.8％、59,935 人の増加となっている

が、これは、クルーズ船の寄港が大幅に増加したことによるものと考えられる。

（客船客数：平成 27 年 6,153 人→平成 28 年 61,433 人） 

 

（３） 観光施設では、利用者数第１位は昨年に引き続き、「高知城懐徳館」で、272,102

人の入込となり、前年比 102.7％と増加している。 

第２位は「高知県立美術館」で、209,734 人の入込となり、前年比 144.1％と

非常に好調であった。これは、平成 28 年に開催した各種企画展（マリメッコ展

やアール・ヌーヴォのガラス展）による入館者数が好調に推移したためである。 

また、利用者数の前年からの増加率上位施設のうち「吉井勇記念館」は、対

前年比 151.5％と非常に好調だった。これは、龍馬パスポートの特別ミッショ

ン企画が来館者の増加に繋がったと考えられる。 

 

（４） 県外観光客一人当たりの消費額（客船除く）は、26,139 円であり、前年と比

較して 523 円の減少（対前年比 98.0％）となった。 

    内訳は、「交通費」が 606 円の増加となっている以外は、「宿泊費」が 935

円、「土産代」が 257 円、「飲食費」が 127 円、入場料を含む「その他」が 64

円、それぞれ減少となっている。 

客船乗船客等による消費額を含めた県外観光客の総消費額は、110,166 百万

円であり、前年と比較して 1,199 百万円の増加（対前年比 101.1％）となって

いる。 
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２ 展  望 

 

 平成 29 年は、歴史をテーマとした博覧会、「志国高知 幕末維新博」の開催を

通じて、外国人観光客にも対応した歴史資源の磨き上げを行うとともに、その周

辺の食や自然などと一体的に組み合わせた周遊コース（観光クラスター）を整備

し、持続的な観光振興に繋げ、第３期産業振興計画の４年後（平成 31 年末）の目

標で掲げた県外観光客入込数 435 万人の早期実現と、観光総消費額 1,230 億円を

目指していく。 
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３ 調査結果 

・交通機関別入込状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成１５年分より推計手法を見直している。 

平成１４年以前は高速バス利用は「その他」に計上していた。 

平成２３年からその他に航空機チャーター便と客船を加えている。  
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（図1－1） 交通機関別観光客占有率の推移 （％） 

 

単位：千人 

 

（表1－2） 交通機関別観光客の推移 

 
乗用車 高速バス 観光バス 鉄道 航空機 フェリー その他 合計

平成7年 2,908 486 541 332 134 484 4,885

8 3,038 499 568 339 128 503 5,075

9 3,143 487 576 347 124 515 5,192

10 3,115 450 553 347 117 504 5,086

11 3,138 425 475 345 96 492 4,971

12 3,169 430 462 349 112 497 5,019

13 3,222 434 457 328 109 500 5,050

14 3,380 434 451 319 67 512 5,163

15 1,944 92 688 138 82 56 150 3,150

16 1,906 101 673 132 95 25 146 3,078

17 1,898 104 670 135 93 24 146 3,070

18 1,998 111 706 135 102 16 154 3,222

19 1,885 108 666 133 95 16 145 3,048

20 1,914 111 642 135 91 15 145 3,053

21 2,012 103 674 122 81 14 150 3,156

22 2,737 108 1,080 120 93 13 208 4,359

23 2,412 110 947 120 96 12 186 3,884

24 2,481 112 827 121 102 11 186 3,840

25 2,670 115 839 123 109 11 205 4,072

26 2,642 114 816 122 112 10 197 4,012

27 2,715 118 806 126 112 10 201 4,086

28 2,756 115 856 129 117 10 261 4,243
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